
今後の目標

●サポートシステムの拡充
●認定ＮＰＯの取得をめざす
・支部開設、地方自治体との連携
・ファシリテーター育成
・患者教育の推進
・（財政基盤の安定化・拡充）

“アクティブな患者”をコンセプトに、がん患者と家族の心のケアに取り組んでいる。

特定非営利活動法人（ＮＰＯ）

ジャパン・ウェルネス
http://www.japanwellness.jp

収支報告（2005年度） 会員地域分布（2006年11月現在）

2001年5月に米国The Wellness Communityの日本支部として東京に設立
専門知識を有したスタッフ（医師・看護師・臨床心理士等）によるサポートを提供
1年間に延べ2000名のがん患者と家族がサポートシステムを利用
サポートシステム：サポートグループ、セカンド・オピニオン、リラクセーション等

２００６年度の状況

●サポートシステムの
平均月間利用者は約150名

・会員： 1250名、賛助会員: 510名
・賛助企業: 71社
・セミナー（年3回、各100名規模）
・シンポジウム（年2回、各500名規模）

※第54回菊池寛賞受賞

これまでの取組

●過去5年間で延べ1万人超の
がん患者と家族に心のケアを提供
・サポートグループ(1171回、6216名)
・リラクセーション(395回、2076名)
・セカンドオピニオン(364回、784名)
・イベント(13回、909名)

収入
2187万円

企業の寄付

9.1%
会費

11.4%

個人の寄付

20.0%

企業賛助金

37.9%

賛助会費

14.0%

事業収入

7.4%

その他

0.2%

支出
2169万円

管理費

48.8%
事業費

51.2% 1250名

その他

14.0%

関東地区

86.0%



項 目 がん予防 がん医療 がん患者サポート

When

いつ
時 定期的に がんになった時 適切な時に

Where

どこで

場
所

居住している地域内で 一定せず、個人選択 地域内の適切な所で

Who

誰が
主
体

行政指導・指示により がん拠点病院 患者会等により

Whom

誰に

対
象

特定の集団に 患者（家族）に 必要な人に

Why

何のために

目
的

がんに罹らないため

早期発見のため
がんを治すため QOLの高い生活のため

What

どんな

内
容

がん予防

早期診断・患者教育
診断・治療 連続したサービス

How

どのように

方
法

集団を対象に画一的に 個別に
個人の欲求レベルに応じ
て効果的・効率的に

特 徴

画一化・量的効率化

全体主義

計画性

協力体制の不備

個人格差

個別目的の発生

計画性の欠如

医療格差の発生

個人と全体の調和

個別目的の拡大

包括性

相互協力関係の重視

これからのがん患者サポートシステムのあるべき姿



患
者
会

市

民

大

学

企

業ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

がん対策情報センター
（情報の収集―蓄積―処理―管理―更新―評価―提供）

人
材
育
成

教
育
支
援

推
進
組
織

がん患者・家族サポートシステム

地域特性・ニーズの実態把握と分析・計画

し
く
み

助
成
制
度

法
律

●ソフト・ウェア

患
者
会

エンパワメント アドボカシー

がん拠点病院

●ハード・ウェア

がん拠点病院・患者会間
の機能連携体制の確立

（ネットワーク化）

がん患者・家族サポートの実施
（医療機関との連続性と整合性の確保）

●ヒューマン・ウェア

コミュニティ



がん患者・家族サポートシステムの量的拡充構想

セカンドオピニオン

インターネットを利用し、
全国どこからでもアクセスが可能

インターネットを利用し、
全国どこからでもアクセスが可能

サポートグループ

ジャパンウェルネス
・サポートグループ
・セカンドオピニオン
・コミュニティ形成
・情報ライブラリ

海外

人的・空間的制約がないが、

サポート対象が限定される。

地域ごとに支部を開設

地域患者会等とネットワーク

地域・市民・企業の協力が必要

臨床心理士、ソーシャルワーカー、
看護師、がんサバイバーに対する
教育のプラットホームが必要

認定ＮＰＯの取得をめざす

ファシリテーター育成プログラム

現 状 将 来



エントリレベル

（研修生）

ミドルレベル

（ファシリテーター）

ハイレベル

（スーパーバイザー）

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4 レベル5 レベル6 レベル7

地域を

リードする

地域で認められる

組織をリードできる

経験を知識化し、後進育成に応用できる

単独で全て運営できる
上
級

指導下で

運営できる

中
級

知識の習得
下
級

ベ
ー
シ
ッ
ク
パ
ス

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

高

←

役

割

の

達

成

→

低

高

←

社

会

へ
の

貢

献

→

低

ファシリテーターのキャリアパス

心理学・看護学の基礎知識を修得した人

学生、これから基礎知識を修得したい社会人（がん患者を含む）



再発・転移がん

検査
日
常
生
活
へ
の
適
応

短期グループ 継続グループ

９０分×６回（週１回） 毎月２回（隔週）

0 2週 3 ヵ月

時間

6 ヵ月

検査

日
常
生
活

に
支
障
な
し

がん患者・家族サポートシステムの質的拡充構想

ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ

リラクセーションプログラム

がんの予防 がんの知識

患者教育の推進・・・意識・知識の向上

活動範囲の拡大

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大（財）日本対がん協会と協同



Education

ジャパン・ウェルネスの今後の課題と目標

HOPE

サポート
の拡充

教 育
の推進

サポートシステムの拡充

<次善策>3Dオンラインサポートシステムの開発・運用
京都大学・明海大学・野村総合研究所との共同研究

→ 研究助成の申請（全国運用の為の研究費確保）

<最善策>サポートシステムの拡大・・・支部開設
→ 認定ＮＰＯの取得

（人的・経済的問題への解決策の一つ）

ファシリテーターの育成

患者教育の推進

①教育プログラムのプラットホームを開発
②ファシリテーターの量・質の確保（患者会を含む）

→研究／教育チームの編成

Support

①07年度シンポジウム「知っておきたいがんの知識」
②米国TWCの患者教育テキストブックの翻訳

「Frankly Speaking About Cancer Treatment」など

患者・家族のニーズを把握するためにアンケート調査実施中
（平成18年度厚生労働科学研究費補助金-医療技術評価総合研究事業-分担研究により）

Patient Active から Life Active へ

ジ
ャ
パ
ン
・ウ
ェ
ル
ネ
ス

準
備
段
階
と
し
て


